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事 業 概 要 Ｌ＝６４０ｍ Ｗ＝２２.０ｍ

関連する な し
公共事業

ガ イ ド ラ イ ン 環境配慮・環境創造の 環 境
施工地の環境特性と目標

ための措置内容 評 価
主要な評価の視点

・現道は交通量が多い地 ・道路の幅員拡幅によ地
域にもかかわらず、幅員 り、交通を円滑化し、球 地球温暖化

2環 (CO 排出量等)2 が狭いため、離合による 渋滞の緩和によりCO

低速走行等が の排出 の排出量の削減を図境 地形・地質 CO2

量増加の一因となってい る。・ 物質循環 (土砂移

ることから、この改善を △自 動)

図る必要がある。然 野生生物

・絶滅危惧種環
生態系境

など

・現道は幅員が狭く、車 ・道路の幅員拡幅によ生 水環境・水循環

の離合困難による速度低 り、交通を円滑化し、大気環境

下と渋滞発生で、排気ガ 周辺地域における排気活 土壌・地盤環境
スの排出が増加する等、 ガス排出量の総量を削騒音・振動

沿線の生活環境に悪影響 減する。 △環 廃棄物・リサイクル
を及ぼしているため、当化学物質

該地域周辺での排出量の境 粉塵
削減を図る。電磁波・電波・日照

など

・計画路線の周辺は、一 ・現道を活用しなが地
部に竹林などが残る緑豊 ら、緑地の伐採範囲を域 景観

かな住宅地であるため、 できるだけ減らす。個 里山の保全

緑地の減少による景観や ・隣接する民地との擦性 地域の文化資産

環境の変化を極力さける り付けを構造物でなく △・ 伝統的行祭事

必要がある。 植栽することにより、文 地域住民との協働

周囲の緑地面積を増や化
す。環

など境

地域の環境像 施工周辺は、地域のシンボルともいえる竹林等が残された緑豊かな住宅地であ
るため、事業に際しては、緑地保全による周辺の景観や環境を維持していく必要
がある。

特 記 事 項 な し


